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編集担当者 校正 (4) 小塩 良一 2015/03/10 17:18

製作担当者 製作 (5) 石山 智也 2015/03/10 18:23

◉限られた日程の中で編集作業を進めておりますので、校正は原則的に 2 回までとさ
せていただいております。3 回目以降の校正は有料になる場合がございます。◉締切
り日時までに掲載内容が確定しない場合、指定された発行日の紙面に掲載できません
ので、指定期日までに必ずご返送くださいますようお願い申し上げます。◉印刷作業
に入りますと内容の変更や訂正ができませんので、入念なチェックをお願い致します。

7
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掲載日 掲載版 面 サイズ
2015/03/13 宮前区版 外面 10.2cm × 5 段

原稿内容確認書

□ 訂正ナシ。印刷作業を進めて下さい
□ 訂正有り。タウンニュース社で修正して印刷作業を

進めて下さい
□ 訂正有り。確認のため修正した原稿をもう一度送信

して下さい

店名・電話番号・営業時間等は必ずご確認ください。該当欄にチェックを入れ、ご署名の上期日までにご返送ください

織田かつひさ　様
川崎市宮前区有馬 6-6-1 五十嵐ハイツ 102 号
TEL/FAX 044-856-5456
http://www.odakatsu.com
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▲

お客様
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平成　　　年　　　月　　　日

な
ぜ
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１
少
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を
救
え
な
か
っ
た
の
か

民
主
党
川
崎
市
議
会
議
員
団
　
川
崎
市
議
会
議
員
　
　
お
だ
か
つ
ひ
さ

市政報告
　

多
摩
川
中
１
殺
害
事
件
に
つ

い
て
、
市
議
会
総
務
委
員
長
で

あ
る
私
は
、
３
月
２
日
に
緊
急

に
委
員
会
を
開
催
し
、
報
告
と

今
後
の
対
応
の
協
議
を
行
い
ま

し
た
。
翌
３
日
に
川
崎
市
は
、

庁
内
対
策
会
議
と
教
育
委
員
会

に
よ
る
検
討
委
員
会
を
設
置
。

３
月
中
に
中
間
報
告
を
ま
と
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

救
う
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ
た
は
ず

　

２
日
の
総
務
委
員
会
で
は
、

１
月
15
日
の
時
点
で
教
育
委
員

会
が
被
害
少
年
の
「
交
友
問
題
」

を
把
握
し
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
な
ん
ら
対
策
を
講
じ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

被
害
者
の
自
宅
や
逮
捕
さ
れ

た
加
害
者
宅
で
の
「
騒
動
」
は
、

す
で
に
周
辺
住
民
や
警
察
に
は

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

被
害
少
年
に
も
っ
と
熱
心
に

大
人
が
か
か
わ
っ
て
い
れ
ば
、

と
悔
や
ま
れ
ま
す
。

事
件
の
予
兆
は
「
不
登
校
」
に

　

加
害
者
、
被
害
者
本
人
や
そ

の
周
辺
を
調
査
す
る
と
、
多
く

の
ケ
ー
ス
は
「
不
登
校
」
が
事

件
の
予
兆
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
末
時
点
で
、
川
崎
市

の
不
登
校
児
童
は
２
３
８
人
、

生
徒
は
１
０
４
８
人
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
不

登
校
の
子
ど
も
の
事
情
に
つ
い

て
「
ひ
き
こ
も
り
」
な
ど
の
精

神
的
な
理
由
な
の
か
、
虐
待
や

「
非
行
」
に
係
わ
る
理
由
な
の
か

な
ど
、
具
体
的
に
調
査
、
把
握

が
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

友
人
、
同
級
生
か
ら
の
情
報
を

　

子
ど
も
は
な
か
な
か
大
人
に

助
け
を
求
め
な
い
―
―
。
思
春

期
の
精
神
の
発
達
の
上
で
は
、

こ
れ
を
大
前
提
に
し
て
の
対
策

が
必
要
で
す
。
実
際
に
少
年
が

暴
行
を
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、

素
早
く
動
い
た
の
は
友
人
や
先

輩
た
ち
で
し
た
。

「
非
行
」
や
生
命
の
危
険
が

懸
念
さ
れ
る
子
ど
も
に
つ
い
て

は
、
そ
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
な
ど

友
人
、
知
人
か
ら
情
報
を
入
手

す
る
努
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
こ
の
情
報
を
学
校
が
抱

え
込
ま
ず
、
児
童
相
談
所
や
警

察
な
ど
の
外
部
機
関
と
連
携
し

問
題
解
決
に
あ
た
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
悲
劇
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

子
ど
も
に
と
っ
て
は
家
庭
環

境
の
変
化
な
ど
、
自
分
の
力
で

は
ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
補
う

こ
と
が
で
き
る
最
後
の
生
命
線

が
「
社
会
」
で
す
。

　

子
ど
も
か
ら
の
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

の
サ
イ
ン
を
見
落
と
す
こ
と
の

な
い
社
会
を
創
る
た
め
、
行
政

や
教
育
関
係
者
だ
け
で
な
い
、

地
域
住
民
す
べ
て
の
意
識
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
今
、
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

おだ かつひさ
幸区生まれ、53歳　駒場東邦高校、中央大
学 法学部卒業（地方自治、都市政策専攻）
国会議員秘書を経て、2003年市議会初当
選、現在3期目。総務委員会委員長、議会運
営委員会副委員長、議会政策担当者会議メ
ンバー。好きな言葉「知行合一」、有馬在住

検索おだかつひさ


